













































































































































































































































































































水産行政文書である ｢水産課事務簿 水産経済調査 明治







との連絡, 通信, 通牒類で, 残りが調査報告にあたる｡
調査報告の部分も大きく２つに分かれる｡ 県から水産局に


































が	月６日である｡ 時期は, 日露戦争の期間 (明治年２月
の国交断交から年９月のポーツマス条約締結までの期間)
と一部重なる｡
調査は, 市郡が, 域内の水産金融の状況, 水産銀行の必要
性を述べ, 町村別・種類別の営業資本額, および重要な漁業,
水産製造業, 養殖業の営業資本額と経営収支の事例をあげて







(資料のページ６～ページ｡ 以下, 同じ) と ｢水産業経済
調査要綱｣ (～	ページ, ともに印刷物) が付いている｡
｢水産業経済調査凡例｣ は, 各府県の重要な漁業, 水産製
造業, 養殖業を掲げた表で, 長崎県については, 漁業は地曳
網, マグロ大敷網, カツオ釣り船, 鯨漁業, 珊瑚船, 朝鮮海
出漁が, 水産製造業は缶詰, カツオ節, 干エビ, 塩ブリ, 鯨
油, スルメが指定されている｡ これに長崎県は漁業ではブリ
建網, 縫切網, 巾着網を, 水産製造業では干鰯 (ほしか, イ
ワシ肥料), 塩サバを, 養殖業では貝類を加えている｡




｢第二 現在ノ主ナル資本供給者, 供給ノ方法 (契約及慣習),







慣習, 利子歩合, 元利支払ノ方法, 担保, 其他荷為替又ハ前
貸金等ニ関スル詳細ノ事情｣
























約がまとめられている (後述) だけで, 各府県から届いた調
査報告の原文は残っていないし, 各府県にしても報告の草稿
は残っていない｡ 管見の限り, 兵庫県美含郡香住村のものが,


















業費にあたるが, 営業資本の構成 (自己資本, 問屋前貸金,
銀行貸金, 個人貸金など) を記していることからすると現有
資産 (資本) を示したともとれる｡ また, 営業資本額の一部






























期), 水産加工も塩蔵, 日乾, 節加工, 煮干しといった低次
加工が主流であった時期 (缶詰製造が日露開戦によって軍事
食料として重視されたが), である｡ つまり, 無動力漁船を
ベースにして, 在来の漁具・漁法, 水産加工が工夫改良され
























置を求めたものであった｡ 明治年, 第帝国議会に ｢水産
銀行設置並漁業避難港築港国庫補助に関する建議案｣ が議員














ており, 水産銀行を設立すべく, 政府は調査のうえ, 次期議
会に提出すべきというものである｡ 議会では委員会を設けて
そこで検討することになった｡ 委員会では政府委員 (大蔵次












銀行法案｣ を起草し, 大蔵省に回付した｡ それが, 下啓助





















されないまま期限切れとなった｡ 第議会 (明治年) でも
同様な経過をたどり, 衆議院可決, 貴族院審議未了となった｡






伊豆川浅吉氏は, 明治, 大正期の漁業金融を, 明治年の
｢水産事項特別調査｣ (前述), 明治年の ｢水産銀行ニ関ス
ル調査書｣, 大正年の ｢水産金融に関する調査｣ (日本勧業
銀行), 昭和元年の周東英雄 ｢漁業政策｣ を比較することに
よって考察している)｡
若干の知見を加えて, その要点を記すと, 明治時代の漁業
金融は, 商業 (問屋) 資本と高利貸し資本とが圧倒的勢力を
占めていた｡ 明治年の ｢水産事項特別調査｣ で, 貸出人,
担保物件, 貸し付け利率, 返済方法をみると, 貸し付け件数
は件 (長崎県は２件) しかあがっていないが, そのうち







明治年の ｢水産銀行ニ関スル調査書｣ では, 各府県の営
業資本額とその内訳 (自己資本, 問屋前貸金, 銀行貸金, 個
人貸金その他) が示されている｡ 全国の重要漁業の営業資本
額は
千円 (％) で, うち自己資本が％, 問屋前
貸金が７％, 銀行貸金が２％, 個人貸金その他 (高利貸と頼




















大正年の ｢水産金融に関する調査｣ では, 大正中頃まで
旧態依然として問屋・高利貸資本が漁村を席巻していた｡ し
かし, この間, 漁業融資に向けた政策金融が措置されるよう
になった｡ すなわち, 明治年に漁業法, 三特銀行法 (前述





資するようになった｡ その結果, 周東英雄 ｢漁業政策｣ によ

ると, 昭和元年の水産金融は, 普通銀行からの融資が最大と





｢水産業経済調査｣ (～, ～ページ) は, いわば
総括部分 (水産局への報告草稿) で, 前述した７つの調査項
目に沿って記載されている｡ ただし, 第７の調査項目 (農工
銀行, 普通銀行から漁業組合等への融資) は該当するものが






























は半年, または１年で, 支払い方法は漁獲の都度, 魚商は時
価を記帳し, 期限がきたら１～２割を控除して利子とする｡
その他に, 債権を担保にして銀行からの借り入れ, 頼母子講







また, 漁網, 漁船の新調・修繕の時, 非常の高利をもって貸
借することもあって, 捕鯨業も他の漁業と変わらない｡
カツオ釣り：西彼杵郡野母村が最も盛んで, その営業資本
額は多額にのぼる｡ 自己資本, または借金による｡ 漁期にな
































荷主 (製造人) が資金不足になれば, 荷造り問屋に相談して,
荷主に信用があり, 顧客であれば無担保, 無利子で融資され
る｡ 長期の場合, 利子がつくことがあるが, 担保を要するこ
とはない｡ 漁民と製造人とは５年, ないし	年の売買特約が











円), 大手押網	件 (	円), かし網件
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為替は, 貸し出しが日本商業銀行長崎支店 (本店は神戸) が
カツオ節, クジラ, 目刺しイワシ, 干鰯
ほしか
(イワシによる肥料)
など, 十八銀行 (明治年設立, 長崎) が干鰯などで, 計

	円, 受け込みは日本商業銀行長崎支店がニシン〆粕,
棒タラ, 干しアワビなど, 横浜正金銀行 (明治年設立, 横













まとめて後述する｡ ただ, 附属表の ｢水産業ノ資本ヲ要ス
ル時期及量価｣ についてみておくと, 南松浦郡の魚目村と富
江村の例が掲げられている｡ 魚目村はマグロ大敷網とブリ建
網の網具費, 編網代, 漁夫への前貸し, 船具の修繕費が計上




























銭 (手数料) は売上げ高の６～％｡ 長崎の魚市場問屋にお
いては浜方 (西彼杵郡日見村) へ前金を貸与し, 鮮魚を輸送




用の資材の購入費, 夏秋冬はカツオ釣り, 各種延縄, 網漁業
の資材の購入資金, 漁夫雇い入れのための前貸金が主である｡
水産製造業では, 鯨油製造, クジラ網の製作 (この当時は網







半年, 短いと１ヶ月｡ 金利は各漁村によって違うが, 月１分
～２分５厘が多い｡
｢水夫雇入ノ難易及慣行｣ ：多数の漁夫を雇う漁業は, 捕
鯨掛け網, イワシ八手網 (八田網と同じ), ボラ網, 地曳網,






, マグロ網, カツオ釣りなど｡ 漁夫雇い入れの方法は, 漁




















殖業とも同じ)｡ 重要漁業として, 地曳網, 縫切網・巾着網,






















え, 逆にブリ建網, 珊瑚採取, 朝鮮海出漁は円台である｡
地曳網も低く, マグロ大敷網は中間にある｡
以下, 漁業種類別に述べる｡
地曳網：西彼杵郡, 南高来郡, 北松浦郡, 対馬で盛ん｡ 営
業資本額の８割以上が自己資本であって, その他には個人貸
金がある｡ 問屋前貸金はまれだし, 銀行貸金はない｡ 平均営
業資本額は円ほどで, 漁業規模は比較的小さい｡
縫切網・巾着網：西彼杵郡, 東彼杵郡, 南高来郡, 北松浦




50 6,900 5,350 - - 1,550 138
5 1,372 1,372 - - - 274
1 100 50 - - 50 100
63 31,800 25,589 250 - 5,961 505
54 28,467 23,553 100 - 4,814 527
3 4,020 2,520 - - 1,500 1,340
45 16,100 16,100 - - - 358
221 88,759 74,534 350 - 13,875 402
60 94,721 65,921 - - 28,800 1,579
20 22,466 18,566 - - 3,900 1,123
28 32,311 24,361 250 - 7,700 1,154
12 15,585 12,360 173 - 3,052 1,299
31 72,613 44,117 - - 28,496 2,342
151 237,696 165,325 423 - 71,948 1,574
30 5,620 4,120 - - 1,500 187
21 7,761 4,169 1,000 - 2,592 370
83 57,392 36,335 - - 21,057 691
2 4,106 4,106 - - - 2,053
69 61,863 8,750 53,113 - - 897
205 136,742 57,480 54,113 - 25,149 667
27 4,492 4,192 - - 300 166
10 2,000 2,000 - - - 200
45 15,985 9,538 2,500 - 3,947 355
30 12,414 10,170 - - 2,244 414
4 1,612 1,612 - - - 403
8 2,228 2,208 - - - 276
124 38,711 30,020 2,500 - 6,191 312
33 33,000 28,580 - - 4,420 1,000
19 28,690 11,690 - - 17,000 1,510
9 7,797 7,797 - - - 866
61 69,587 48,067 - - 21,520 1,141
1 4,160 4,160 - - - 4,160
1 56,496 56,496 - - - 56,496
2 60,656 60,656 - - - 30,328
97 2,910 1,710 - - 1,200 30
263 109,331 75,375 - - 33,956 415
360 112,241 77,085 - - 35,156 312
19 35,040 33,040 500 - 1,500 1,844
39 4,350 4,150 - - 200 112
61 12,500 12,500 - - - 205
251 82,177 41,417 - - 40,760 327
370 134,067 91,107 500 - 42,460 362









している南松浦郡 (五島) で規模は大きく, 内湾性の東彼杵
郡や南高来郡で規模が小さい｡ 当時の地曳網を含めたイワシ
漁業の概要については, 注	に記す｡








島でも, 南松浦郡 (五島) は個人貸金に依存する｡ 一戸平
均営業資本額は円であるが, 県本土に比べ, 島嶼部で高
い｡ マグロ大敷網の漁法, 操業については, 注に記す｡
ブリ建網：西彼杵郡, 北松浦郡, 南松浦郡などで
戸が










捕鯨：営業戸数は北松浦郡 (平戸村) と南松浦郡 (有川村)























るのは缶詰, カツオ節, 鯨油, 干しエビ, 干しアワビ, 塩ブ











う｡ ただ, 対馬は漁業と水産製造業が分化していること, 流
通条件が不利なこと, 他地方からの出稼ぎが多いことから塩










は, 地域によって高低はあるが, 円と高い｡ 東彼杵郡
の３戸はいずれもクジラ缶詰で, 他地域の魚介類缶詰とは異
なる｡ また, 缶詰製造は自己資本の割合が高く, 地方の資産
家が近代的な産業に投資したことを反映している｡
カツオ節製造：西彼杵郡, 北松浦郡, 南松浦郡の他, 壱岐,
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1 1,000 1,000 - - - 1,000
1 17,370 17,370 - - - 17,370
3 6,560 5,760 - 800 - 2,187
1 7,642 7,642 - - - 7,642
1 5,100 - - - 5,100 5,100
1 4,300 4,300 - - - 4,300
3 22,038 22,038 - - - 7,346
11 64,010 58,110 - 800 5,100 5,819
16 47,220 47,220 - - - 2,951
12 20,150 10,150 - - 10,000 1,679
23 25,449 18,662 - - 6,787 1,116
12 6,400 4,400 - - 2,000 533
8 17,500 17,500 - - - 2,188
71 116,719 97,932 - - 18,787 1,644
1 600 600 - - - 600
46 4,600 2,300 - - 2,300 100
57 5,700 2,700 - - 3,000 100
103 10,300 5,000 - - 5,300 100
5 4,353 4,353 - - - 871
2 360 360 - - - 180
7 4,713 4,713 - - - 673
1 60,000 60,000 - - - 60,000
45 174,000 137,000 37,000 - - 3,867
46 234,000 197,000 37,000 - - 5,087
1 4,140 2,140 - - 2,000 4,140
35 75,200 59,200 16,000 - - 2,149
36 79,340 61,340 16,000 - 2,000 2,204
4 620 490 - - 130 155
47 21,034 13,084 300 - 8,650 448
5 1,200 1,000 200 - - 240
53 28,135 18,235 2,000 - 7,900 531
97 283,600 210,100 67,500 - 6,000 2,924
206 334,589 241,909 70,000 - 22,680 1,624
106 67,013 67,013 - - - 632
15 2,928 2,928 - - - 195
22 2,663 2,663 - - - 121
125 35,260 23,092 - - 12,168 282
2 2,400 2,400 - - - 1,200
270 110,264 98,096 - - 12,168 408










出漁の漁獲物たるアワビ, ナマコ, 貝類は出漁者に, その要
請に応えて問屋が送金する｡ 送荷によって清算する｡ そこ























, 目刺しイワシ, 干鰯, 数の子, 煮干しキビナゴな
ど, 受け込み品は, ナマコ, 数の子, 海苔, スルメ, カツオ













と, 地曳網は, 営業戸数は多いが, １戸あたりの営業資本額



















島村, 小榊村に多い｡ 平均営業資本額は, 小榊村は低いが,
他は
～円である｡
縫切網は, 西彼杵郡が最も多く, 深掘村, 樺島村, 黒瀬村,












干鰯製造は	戸と多い｡ 各地にあるが, 脇岬村, 野母村,
瀬川村, 瀬戸村などに多い｡ 地曳網や縫切網の産地と重なる｡
素乾キビナゴ製造は戸で, 脇岬村, 黒瀬村, 小ヶ倉村な
どに多い｡ 平均営業資本額は	円と低い｡ 煮乾キビナゴ製
造は




に, 水産奨励の結果, 平戸や五島沖に出て, 釣漁に従事する
者が増えてきた｡





















早岐村の問屋の場合, 北高来郡 (エビかし網), 西彼杵郡
(ブリ, イワシ, カツオの釣り及び網), 北松浦郡 (タイ, ブ



















１張円を借りる｡ 利率, 期間, 返済方法は上記と同じ｡ 有
喜村, 江ノ浦村, 田結村, 戸石村の主な資金供給者は個人で
あって, 担保を要せず, 信認証書にて貸借し, 利子は月１分
５厘～２分, 貸借期間は漁期間としている｡ 元利支払いは漁
獲収入金で行う｡




















貸金はない)｡ 漁村地区, 漁業種類によって異なるが, 資本
額の大きいバッシャ網や縫切網で個人貸金への依存度が高い｡
朝鮮海出漁は, 有喜村はサバ釣り, 江ノ浦村はかし網であ
るが, その所要資本額は少ない｡ 表１にはないが, バッシャ
網は諫早町と深海村で戸あり, その平均営業資本額は




円としているが, 郡の報告では, 有喜村, 江ノ浦村, 田結村,
戸石村に戸あって, 平均営業資本額は円である｡
イワシ漁業を代表する縫切網 (巾着網を含む) は, 有喜村,
江ノ浦村に戸あって, 平均営業資本額は円となってい











と漁具 (バッシャ網４張), 現金 (円) がほとんどで, 製
造場は賃借である｡ 収入円に対し, 支出は円で, その


































重要漁業は, 巾着網 (戸), 朝鮮海出漁 (戸), 手押
網 (戸), 縫切網 (５戸), 地曳網 (
戸), タイ釣り (
戸) など, 合計戸｡ その営業資本額の
％が自己資本,
％が個人貸金, 問屋前貸金はわずかである｡ 個人貸金は
朝鮮海出漁で著しい｡ 朝鮮海出漁は港町, 深江村, 多比良村,
加津佐村が盛んで, 平均営業資本額は円である｡
本郡での特徴は, イワシ漁業で地曳網, 巾着網が多く, 加
津佐村, 南串山村, 小濱村, 千々石村などは両者が共存して
長崎大学水産学部研究報告 第号 () 
片岡千賀之：明治年の長崎県水産業経済調査





干しエビ製造 (	戸), 甲付スルメ製造 (
戸), 干鰯製造
(戸) など, 計戸である｡ 営業資本額の構成は, 自己資
本








６) 北松浦郡 (～ページ, ～ページ)

























(		戸, 円), イワシ船曳網 (戸, 	円), イワシ縫切
網 (７戸, 円), イワシ八田網 (４戸, 

円), マグロ
大敷網 (戸, 	円), ブリ建網 (戸, 円), トビウオ
曳網 (	戸, 円), 底曳網 (戸, 円), カツオ釣り
(戸, 円), 延縄 (戸, 





























生月村, 柳村, 田平村が各３戸づつと多い｡ 主な貸出先は柳

















本％, 個人貸金％で, 個人貸金の方が多い｡ 主要漁業は,
イワシ地曳網 (山口村戸, 平均営業資本額
円), イワシ
縫切網 (笛吹村６戸, 	円), かし網 (笛吹村戸, 
円), 延縄船 (笛吹村など戸, 
円), アワビ採取船 (平
村戸, 	円) などである｡ 個人貸金の多くは笛吹村で,
笛吹村では営業資本額のすべてが個人貸金である｡
重要水産製造業の営業戸数はわずか３戸で, 笛吹村の干し





行政区域は五島で, 漁業が盛ん｡ 従来, マグロ大敷網は家
督として保有され, できるだけ自己資本で経営する習慣であ

















ロ大敷網は	戸, 有川村, 魚目村, 北魚目村, 玉ノ浦村, 濱
ノ浦村, 青方村, 奈良尾村に多い｡ ブリ建網は戸, 中心地
は有川村と魚目村である｡
イワシ漁業は, 地曳網, 船曳網, イワシ大敷網が少数ある
だけで, 縫切網が大多数を占める｡ 巾着網はない｡ 縫切網は
















営業資本額の構成は, 自己資本	％, 個人貸金％で, 個









ビナゴ製造 (	戸, 円), 缶詰製造 (１戸, 
円), 鯨


















製造で, 香椎村, 瀬良村, 武水生村, 石田村などが中心｡ こ
の他, 香椎村に
戸のカツオ節製造があり, 瀬良村に１戸,







訳は, 製造場 (坪) 
円, 製造器具類円, 現金










































博多, 神戸の貿易商から借入れする｡ 担保を供したり, 利子
を付すことはない｡ 貸借期間は概ねその製造期間であって,






たは食用として, 産額も少なくない｡ 干鰯, 干しキビナゴの
製造は, 粗製濫造に流れ, 不良品が出る｡ 資金供給を得て,
設備を完全にすれば, 産額は著しく増えよう｡
サバ漁はブリ, イカ漁と同様, 本島の主要漁業で, 産額も




重要漁業に要する資本額は, イカ釣り (戸, 平均営
業資本額５円), ブリ釣り (戸, 円), サバ釣り (


























重要水産製造業としては, スルメ製造 (戸, 平均営業資
本額

円), 塩ブリ製造 (戸, 	円), 塩サバ製造
(戸, 
円), サバ節製造 (８戸, 
円), 缶詰製造


















が神戸, 長崎, 博多などの貿易商から借入れ, その弁済方法
は製品をもってあてるなどは前述と同じ｡ 利子, 担保はない｡
塩サバ・塩ブリの製造については, 問屋・仲買商が直接従
事することが多く, その資本は概ね, 神戸, 長崎, 博多の貿
易商から借り入れることは前述と同じ｡
藻類販売は, 採取者が製造したものを問屋・仲買商が買い
付け, 神戸, 長崎, 博多などに輸送する｡ 資金の前貸しを受
ける場合は凡そ, 前項と同じ｡
これら問屋・仲買商は稀に荷為替に取り組むが, 利子が高
く, 依頼者は少ない｡ 利子は円につき, 長崎行き１週間







山口県, 広島県, 島根県, 大分県, 熊本県, 長崎県の漁業者

















彼杵郡が		, 北松浦郡が	, 南松浦郡がで, ほとんどを占
める｡ 佐世保市は資料を欠くし, 長崎市と南高来郡は事例が
ない｡ 業種別では, 地曳網, マグロ大敷網, ブリ建網, 縫切
網 (巾着網を含む) の事例が多い｡ ｢その他｣ の事例が最も





製造, スルメ製造の事例が多く, その他に干しエビ製造, 干



























艘, 漁夫は人, 営業資本額は円と規模は小さい｡ 収入
はわずか８円 (イワシ８斗), 支出は円で, 採算もとれて
いない｡ もう１つは北松浦郡今福村の事例で, 漁期が９～４











オ釣り餌料用である｡ この場合, 漁船は２艘だが, その他
の事例では漁船は３～５艘である｡ 営業資本額, 収入, 支出
も大小さまざまだが, ４事例のうち３事例の営業資本額と
収入は円を超えていて, 地曳網よりは一般に規模が大き









金が主体｡ 漁獲物の大半はイワシで, 魚肥 (干鰯) に製造さ




























長崎大学水産学部研究報告 第号 () 
11 11 10 11
25 48
85 320 28 , 1,500 , 20 , 13,000
1,188 840 519 615 380 1,136
767 690 69 427 187 280
371 150 103 168 193 550
50 - 50 20 - 300
510 800 222 530 200 910
485 561 218 335 159 736
205 480 128 265 100 504
- - 70 - - 172
180 - 40 20 15
10 31 10 14 15















れている｡ そのうち, 例は操業形態, 費目が同じなので,
それをみておく｡ 漁期はすべて７～月｡ 営業資本額は




















円, 縫切網は円), 漁船は４艘, 漁夫は人と少なく (縫






ので, 比較しよう｡ 営業資本額は, 縫切網円に対し巾
着網が円｡ 両者の大きな違いは漁網・同附属具にあり,
前者が	円 (網地は反), 後者が円 (網地は
間), 編網費も前者が延べ人, 円なのに対し, 後者は
























11 12 12 12 11 11
70 48 55 42
6,500 3,020 3,600 7,000 1,500 400
3,441 3,584 1,411 2,069 1,571 2,595
1,825 684 670 657 637 1,408
1,616 1,400 604 1,160 773 816
450 1,200 100 - 100 300
- - 37 252 62 71
4,464 3,020 1,800 3,800 900 2,400
3,381 2,020 1,438 2,700 870 1,568
1,785 1,208 1,160 1,520 420 960
276 - - 45 - -
500 - 150 50 80 -
62 50 28 35 20 29






マグロ大敷網は, 表１によると, 南松浦郡 (五島), 対馬,
西彼杵郡, 東彼杵郡に多く, 平均営業資本額は円である




ある｡ 従事者は, 漁夫だけで８人程度のものから, 魚見人,
納屋詰めを含めて人のものまである｡ 島嶼部の南松浦郡で
人数は多い｡ 営業資本額は, 現金を除くと, ～円｡ 船
を借りる経営体の営業資本額はそれだけ少ない｡ 魚目村の営
業資本額の内容は, 縄束, 竹本, 魚見台用の材木,









収入の低い香焼村, 星鹿村, 有川村の３事例は, 収入と支
出が接近していて, しかも支出のほとんどが漁夫賃金と食費







11 11 11 12
28 30 19
6,000 , 4,500 5,000 2,700
1,375 1,375 1,515 1,276
15
870 870 900 1,090
500 500 600 80
2,175 1,575 2,500 1,215
1,942 1,330 2,151 1,167
840 630 1,510 570
296 265 300 147
185 - 50 100
480 350 600 300
41 40 31 14






12 16 17 20
771 432 580 797 471
251 363 410 372 404
320 60 160 337 67
200 - - 88 -
780 1,000 850 2,500 1,423
648 828 815 898 709
384 720 424 429 430
260 - 358 226 216
- 10 15 66 50
12 18 40 12







イカ類が漁獲の主体である｡ 福江村の場合は, 量, 金額とも
にマグロが最大で, その他にカツオ, イワシ, キビナゴ, ア
ジ, サバなどがある｡ 支出のほとんどが漁夫人, 魚見人２

























従業者は４人 (富江村の例)｡ その他, 注目されるのは, 香

















べて, 土地, 建物の規模が大きい｡ なかには, 一部土地を賃
借して, それだけ営業資本額を抑えている経営体もある｡ 製
造機器類はクジラ缶詰の場合は低いが, 魚介類缶詰の場合は
～円と高い｡ つまり, 土地, 建物, 製造機器にかな
り多額の資本を要する点が特徴である｡










なる｡ 支出の内訳では, 職工賃 (他の製造業では人夫賃と呼
んでいる), 缶と調味料 (醤油と砂糖), 荷造り・運賃が比較












ど３倍している｡ 壱岐郡の事例は, 営業資本額, 収支計算と
も北松浦郡のものより非常に数値が大きい｡ 表２の平均営業
資本額と比べてもはるかに高い｡ これは全営業戸数の資本額
を示したようで, 営業戸数 (武生水村８戸, 田河村１戸, 香
椎村戸) で割らなければならない｡ 前述したように, 壱岐
郡のカツオ節製造でも同様な処理をしていて, 注意が必要で
ある｡ また, 田河村の事例は県のとりまとめでは, 営業資本

11 11
20 21 21 24
2,300 5,000 3,000
9,200 1,200 720 1,400
1,216 1,780 1,520 4,000
520 525 100 480
146 255 120 260
550 1,000 1,300 3,268
1,499 3,340 1,775 4,074
1,380 3,240 1,710 3,954
119 100 65 20
1,361 2,879 1,638 3,664
1,150 2,250 1,500 3,268
27 60 40 -
96 350 55 60
45 30 11 -
10 15 12 -
- - - 320




額が円 (うち現金が円), 収入が円, 支出
が円に化けている｡ 支出が収入の２倍にもなる｡ その
支出の内訳をみると, 原料代が現金に等しい円で大半
を占めるが, その他は, 人夫賃や荷造り・運賃を除けば, 他
の経営体にはみられない通信費, 金利・為替料, 水揚げ配達

















長崎大学水産学部研究報告 第号 (	) 
4,000 18,404 6,052 29,000 9,000
4,112 7,642 10,493 3,545 8,000
937 1,710 2,500 425 547
595 819 1,775 220 87
80 2,113 2,218 500 950
2,500 3,000 5,000 2,500 6,417
5,483 37,692 13,458 4,880 5,475
4,820 32,193 13,378 4,800 5,395
663 5,499 80 80 80
4,864 34,519 11,534 4,446 4,420
2,410 24,276 3,889 3,390 1,390
927 5,617 2,601 750 750
361 - 2,775 1,450 1,450
72 2,365 1,729 490 650
- - 140 150 80





※：大村町のクジラ缶詰製造では瓶詰製造 (	本, 収入は缶詰収入に含めた) も行っ
ており, 支出のうち雑費円は瓶, コルク, ラベル代である｡ 原料は尾羽｡
12 12 11 11
3,714 11,144 1,500 20,040 13,330 26,000
11,300 33,902 6,500 40,000 104,000
245 735 232 5,800 1,040 16,000
14 42 30 600 - 2,000
14 43 2 31 65 1,000
217 650 200 2,600 975 13,000
1,040 3,120 495 6,720 5,332 72,800
1,042 3,127 432 6,167 3,415 69,798
859 2,577 390 5,040 3,000 67,600
60 895 27 240 175 546
13 38 6 37 - 192
- - 8 840 130 300
























艘 (汽船５艘, 帆船艘) が含まれる








ともマイワシ, イカ, ブリ, カツオ, サバ, タイで, これに
前者ではクジラが, 後者には珊瑚が加わる｡ 主な水産製造品
はスルメ, カツオ節, 干鰯, 塩ブリなどで, 後者には塩サバ,
アワビが加わる｡
漁業の変化を象徴するのは ｢遠洋漁業｣ で, 前者はすべて
朝鮮海出漁で, 漁獲物別にアワビ
艘・人 (潜水器と思
われる), タイ	艘・人 (延縄), ナマコ艘・
人, ク




































は地曳網と敷網 (縫切網) で, 揚繰網はない, としている｡

9,755 417 61 6 3 30
221 402 84 0 0 16
293 1,255 61 2 0 38
151 1,574 70 0 0 30
565 1,067 68 11 1 20
205 667 42 40 0 18
124 312 78 6 0 16
2,703 1,062 52 8 3 37
61 1,141 69 0 0 31 100 10
14 11,482 91 0 3 6
2 30,328 100 0 0 0
1,409 203 73 1 0 27
360 312 69 0 0 31
1,464 338 59 3 0 38
370 362 68 0 0 32
表10 漁業種類別営業戸数と平均営業資本額－全国と長崎県の比較－ (明治年)
資料：全国は, ｢重要漁業ニ要スル資金調査 水産銀行ニ関スル調査書｣ (羽原文庫, 筆写本), 長崎県は表
１と同じ｡
注：ブリ建網は長崎県だけにあるので, 全国値は省略｡ 他府県にはあるが, 長崎県にはない漁業は, マグ
ロ流網, マグロまき網, 根拵網, 揚繰網, ブリ台網, サケ建網, 縛網, サワラ流網, タラ漁船, マ




















































































ができ, 利益が増進した｡ 農商務省農務局 『水産事項特
別調査 上巻』 (明治年) ～	ページ｡
５：山口和雄編 『現代産業発達史 第巻 水産』 (昭和	
年, 交詢社出版局) ページ｡
６：小野征一郎 ｢水産金融機関設立の構想｣ 『東京水産大学











『漁業経済研究 第７巻 第４号』 (年３月) ～

ページ｡








曳網は～６月｡ 漁法は, 八田網は漁船５艘, 漁夫人,
網はすべて麻製, 小イワシ地曳網は昼漁は網船１艘４人
乗り, 夜間は手船１艘２人乗りで操業する｡





～月｡ 漁船５艘, 漁夫人, 網はすべて苧糸網｡ 長崎









(五島) が最多で, 次いで北松浦郡に多い｡ 西彼杵郡,
壱岐, 対馬の各郡は少なく, その他の市郡にはない｡ 大
規模な五島の網では漁夫は	人 (魚見人を含む), 船数
は艘｡ 網は藁縄製で全長尋, 浮子は竹の束, 碇は
藁縄袋に石を詰めたもの｡ 季節は春夏, 秋冬, 四季の３
タイプがある｡ 前掲 『漁業誌 全』 ～ページ｡
：ブリ建網は, 北高来郡を除く各郡にある｡ 網の大小, 漁
期の違いがある｡ 代表的なものは, 漁期は旧８～４月,
漁船１艘, 漁夫２人で, 網２～３張を建て込む｡ 網を湾
曲させた形で建て込み, 連結する｡ １張は高さ７尋, 幅
尋で, 網は麻糸製｡ これに藁縄網尋を両端につける｡
前掲 『漁業誌 全』 	～ページ｡
：カツオ釣りは, 西彼杵郡野母村, 伊王島村, 神ノ浦村,












































調査 上巻』 ページ, 前掲 『現代日本産業発達史
巻水産』 ～, 	～	, ～ページ, 渡辺

















り返した｡ とくに, 明治年には約人, 年には約
人の遭難者を出したが, 
年には採取船は艘に
まで回復した｡ しかし, 大正時代に入ると, 漁場の荒廃
で五島の珊瑚採取は著しく衰退する｡
採取季節は春夏秋, 漁船に５人乗り, 数日間の食料を積
んで出漁する｡ 網は麻苧製で, 長さ５尺２寸５分, 高さ
３尺の網を引く｡ 前掲 『漁業誌 全』 ～
ページ,








	：バッシャ網は小エビ (摺りエビを製造), 小イカ (甲付
イカの仔), 小雑魚を採る｡ 南北高来郡で使用する｡ 南
高来郡は船１艘, 網１張を碇で固定するのに対し, 北高
来郡は船１艘・３人乗り, 網４張を竹の支柱に結ぶ｡ 漁












用は７％, 沖釣り用は％, 他は磯網用, 磯釣り用, 採
藻用である｡ 漁船の長さは, ５間以上がわずか艘, ３
～５間が

艘であり, ％までが３間未満｡ 沖網漁用,
沖釣り漁用でもほとんどが３間未満である｡ 前掲 『水産
事項特別調査 上巻』 ページ｡

